
題
字

故

林

口
巴

一

新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

阿
品
台

に
移
り
住
ん
で
古

い
方
は

二
十
五
年
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
私
も

二
十
四
年
を
迎
え
ま
す
。

素
晴
ら
し

い
廿
日
市

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
と
し
て
、
広
島
県
、
廿
日
市
町
の
ご

好
意

に
よ
り
建
設
さ
れ
た
広
島
県

の

西
の
都
に
相
応
し
い
団
地
で
す
。
現
在

〓
一
，
五
〇
〇
世
帯
、

一
万
五
〇
〇
人
の

方
が
住
ん
で
居
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
保

育
園
、
幼
稚
園
、
小
、
中
、
一口星
寸
学
校

さ
ら
に
日
赤
看
護
大
学
ま
で
、
加
え

て

社
会
教
育
施
設
と
し
て
公
民
館
、
各
地

区
の
集
会
所
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
内
に
は
公
園
も
点
在
し

環
境
も
申
し
分
な
く
、
そ
の
上
、
小
児

科
、
内
科
、
外
科
、
歯
科
、
眼
科
と
薬

局
等

の
医
療
機
関
も
多
く
、
生
活

に

不
可
欠

の
ス
ー
パ
ー
や
商
店
も
あ
り

私
ど
も

に
安
心
感
を
与
え

て
く
れ
る

居
住
環
境
で
す
。

交
通
面
で
は
、
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
阿
品

駅
、
広
電
バ
ス
、
街
中
を
走
る
さ
く
ら

バ
ス
と
誠
に
便
利
な
町
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

私
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
、
昭

和
五
十
六
年

に
地
御
前

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
ー
推
進
協
議
会
か
ら
分
離
独
立
し

さ
さ
や
か
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

爾
来
、
住
民
の
方
々
の
絶
大
な
支
援
と

協
力
、
そ
し
て
役
員
の
真
摯
で
献
身
的

な
活
動
に
よ
り
今
日
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
具
体

的
な
成
功
例
と
し
て
Ｊ
Ｒ
阿
品
駅
の

設
置
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
勿
論
市
当
局

の
支
援
が
あ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
口
に
二
十
年
と
申
し
ま
す
が
働

き
盛
り
の
五
十
歳
で
居
住
を
始
め
た

方
は
今
は
七
十
歳
で
す
。
六
十
歳
の
方

は
八
十
歳
で
す
。
十
代
の
小
、
中
学
校

）

の
児
童
、
生
徒
で
あ

っ
た
人
は
三
十
歳

以
上
と
な
り
そ
の
多
く
の
方
は
よ
そ

に
住
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。

つ
ま
り
、
今
の
阿
晶
台
は
高
齢
化
の

真

っ
只
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
“

現
在

の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
す
す

め
る
会
は
福
祉
部
、
文
化
部
、
婦
人
部
、

体
育
部
、
青
少
年
部
か
ら
成

っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
年
度
計
画
を
立
て
各
位

の
協
力
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
廿
日

市
市

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
推
進
計
画

に
沿
い
阿
品
台
の
各
種
団
体
、
学
校
等

と
も
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
活
動
し

諸
事
業
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
て
い
る

点
は
心
強
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

三
年
前
か
ら
交
流
し
て
い
る
日
赤

看
護
大
学
と
も
福
祉

の
面
で
相
互
協

力
が
進
み
、
阿
品
ア
カ
デ
ミ
ー
も
着
実

に
進
め
ら
れ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
従
来
の
事
業
に
つ
い
て
も
改

革
し
、
改
善
を
重
ね
、
さ
ら
な
る
成
果

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

一
方
、
水ヽ
年
会
社
勤
務
や
公
務
を
終

えゝ
、
引
退
さ
れ
た
方
々
に
は
会
を
よ
り

一
層
活
性
化
す
る
た
め
に
、
是
非
と
も

積
極
的
な
活
動
支
援
を
お
願

い
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

何
事
に
も
前
向
き
に
、
近
所
の
方
々

と
も
協
力
し
合

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
推
進
に
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
祈
念
し
て
い
ま
す
。

今
年
が
阿
品
台
地
区

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
ー
を
す
す
め
る
会
と
地
区
住
民
の

皆
様
方
に
と

っ
て
、
さ
ら
に
良
い
年
で

あ
る
こ
と
を
念
じ
な
が
ら
ご
挨
拶
と

し
ま
す
。

今
年

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大

河
ド
ラ
マ
は
、

「
Ｍ
Ｕ

Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
。

武
蔵
と

い
え
ば
吉
川
英

治
。

い
や

『
バ
カ
ボ

ン

ド
』
だ
。
実
は
こ
れ
弗

上
雄
彦
作

の
二
千
万
部

以
上
売
れ
て
い
る
漫
画
で
、
ア
ジ
ア

各
国
で
翻
訳
も
さ
れ
て
い
る
。

マ
ン

ガ
と

い
う
視
覚
表
現
か
ら
の
ヒ
ッ
ト

作
だ
。

片
や
吉
川
英
治

の

『宮
本
武
蔵
』

は
、
昭
和
十
年
八
月
よ
り
朝
日
新
聞

に
連
載
さ
れ
た
新
聞
小
説
。
三
百
回

で
終
わ
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
軍
国

主
義
と

い
う
時
代
と
呼
応
し
、
熱
狂

的
に
読
ま
れ
千
十
三
回
、
昭
和
十
四

年
七
月
ま
で
連
載
さ
れ
た
。
各
国
語

版
で
百
万
部
以
上
売
れ
た
海
外
で
最

も
読
ま
れ
て
い
る
日
本
文
学
作
品

の

一
つ
だ
。

天
下
無
双
を
目
指
し
た
流
浪
の
剣

士

“
武
蔵

”
今
年
の

「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
」
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る
の
だ

ろ
う
か
？

過
ぎ
去
り
し
歴
史
と
観
る
か
。

自
身
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
見
る
か
。

未
来
に
思
い
を
馳
せ
て
視
る
か
。

前
述
の
作
品
を
読
ん
で
み
る
か
。

さ

て
、
あ
な
た
は

・
・
・
？

武

蔵

に
負

け

ぬ
夢

多

き

一
年

と

し

て

い
き

た

い
も

の
だ
。

口菫夢
議言軒

弔 34号

平 成 15年 1月 1日

阿 品 台 地 区
コミュニテイーをすすめる会

阿 品 台 公 民 館

(TEL39-4338)
阿 品台 地 区 人 口世 帯 数

平成 14年 12月 1日 現在

観,屍 5人 員[1麓炎
世帯数   3,557世 帯

高齢化率    12.9%
(市 15。 3)
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躙子ども料理教室‖
11月 9日 (土)阿品台公民館

H月 10(日)阿品台東小学校体育館

優勝「Aチーム 5丁目・5丁目上。わかば・ひまわり合同チーム」

や グラウン ドゴル フ大会 翁

11月 10(日)阿品台東小学校グラウンド

「2丁目の浅野さん」が優勝

も 少年少女ドッジボール大会 議

～
地
区
社
協
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

福
祉
部
長
　
熊
谷

美
智
也

町
づ
く
り
二
十
年
、
阿
品
台
も
成
熟
し

た
町
に
な
り
ま
し
た
。
町
内
会
に
よ

っ
て

は
高
齢
化
率
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
分
、
お
年
寄
り
の
散

歩
姿
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
落
ち
着
き

を
感
じ
ま
す
。

人
は
加
齢
と
と
も
に
歯
は
欠
け
目
は
弱

り
、
障
害
者
に
な

っ
て
い
き
ま
す
が
、
入

二劃
や
メ
が
小ヽ
蟄
ビ
こ
よ

つ
て
し
Ｄ
ギ
肇
菜
ソ
。

‐‥………………………………………‐‥園
一一一轟
一一一一淵嘲
釧
福̈
一縦
ガ̈
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昌漏 人 蓋E

9

δ

9/

ざ お正月用アレンジメン ト趾

12月 2日 (月 )阿品台公民館

蓼グリーティングカード制作教室蓼
11月 22日 (金)阿 品台公民館

盛文 化 蓋E
■
肇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ユ
ギ

Ｈ
月
１０
日
（日
）

阿
品
台
東
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

優
勝

「タ
ウ
ン
Ｅ
チ
ー
ム
」

こ
の
よ
う
に
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分

で
や
っ
て
い
く
、
こ
れ
が

「自
助
」
で
す
。

ま
た
、
人
は
お
し
ゃ
べ
り
が
し
た

い
、

何
か
人
の
役
に
立
ち
た

い
と
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
ｃ
お
互

い
に
支
え
あ
お
う
と
す

る
心
、

つ
ま
り
、

「
互
助
」
な
の
で
す
。

「
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
や

「
つ
ど

い
」
が

こ
れ
で
す
。

こ
れ
を
土
台
に
し
て
、
も

っ
と
も

っ
と

「
互
助
」

の
輪
を
拡
げ
よ
う
、
と

い
う

の

が
福
祉
部

の
目
指
す
地
区
社
協
づ
く
り
な

の
で
す
。
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昨
年
十

一
月
よ
り

「
指
定
ご
み
袋

制
と
大
型
ご
み
の
有
料
化
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
収
集
所
を
回

っ
て
み
ま
し
た
。

☆

町
内
会

で
は

各
町
内
会
で
は
、
周
知
徹
底
を
図

る
と
共
に
色

々
な
取
り
組
み
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

＊
収
集
日
に
役
員
が
立
ち
、
注
意
を

呼
び
か
け
る
。

＊
町
内
紙
で
呼
び
か
け
る
。

＊
間
違

っ
て
出
さ
れ
た
物
を
分
別
し
、

収
集
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
。

＊
貼
り
紙
等
で
間
違

っ
て
出
し
た
こ

と
が
解
る
よ
う
に
し
、
再
度
収
集

日
に
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す

ア
０

。

＊
袋
に
記
名
を
し
て
出
す
。

半
透
明
の
指
定
ご
み
袋

の
導
入
に

よ
り
中
の
物
が
見
分
け
や
す
く
な
り

ま
し
た
。

よ
く
間
違
え
ら
れ
る
の
は
、
次

の

も
の
で
す

＊

「
ビ

ン

・
缶
類
」
と

「
プ

ラ
ス
テ

ッ
ク
類
」
は
別
々
の
袋
で
出
す
。

＊

「
廿
日
市
市
」

「
認
定
番
号
」
等

の
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
レ
ジ
袋
は
、

白
色

の
指
定
袋
ご
み
袋
と
し
て
使

え
な
い
。

＊
認
定
さ
れ
た
レ
ジ
袋

で
も
、
緑
色

の
指
定
袋

（小
型
ご
み
及
び
複
雑

ご
み
）
と
し
て
使
え
な
い
。

＊
蛍
光
管
は
ひ
も
で
東
ね
て
出
す
。

）

―
―

愛
ち
ゃ
ん
、
お
母
さ
ん
の
Ｑ
＆
Ａ

‐
―

〔り

「
い
ち
ご

の
パ

ッ
ク
な
ど
透
明
ト

レ
ー
」
は
ど
ん
な
も

の
が
、
資
源

ご
み
と
し
て
出
せ
る
の
？

０

果
物
な
ど
が
入

っ
て
い
る
も

の
、

お
弁
当

の
蓋
な
ど
も
大
文
夫
よ
。

シ
ー
ル
は
は
が
し
て
ね
。
目
印
は

プ
ラ

鍮
機

の
マ
ー
ク
よ
。

し

小
さ
な
布
類
も
ひ
も
で
東
ね
て
出

す

の
か
な
？

０

大
き
な
布

で
包

ん
で
か
ら
ひ
も

で

東
ね
る
の
よ
。
下
着

・
ネ
ク
タ
イ

・

靴
下
な
ど
は
、
燃
え

る
ご
み
の
日

に
出
す
の
よ
。

二
月
か
ら

「指
定
ご
み
袋
」

の
み

の
収
集
に
な
る
ね
。

取り残された物も多く、

役員・清掃当番の負担も増えています。

黒いごみ袋は 1月 まで使用

できるのでまだ沢山出ています。

し

厚
揚
げ

の
入

っ
た
豆
腐

の
ト
レ
ー

も

い

い

の

？
ｏ

ｅ
油
で
汚
れ
た
も
の
は
資
源
が」
み
で

☆
環
境
政
策
課
に
聞
き
ま
し
た
。

は
集
め
な
い
の
。
注
意
し
て
ね
。

（∪

ル
ー

ル
を

し

っ
か
り
守

っ
て
出

し

ま

し

ょ
う

ね
。

あ
る
自
治
体
で
は
“
ド
ト
畔
運
動

”

が
市
を
あ
げ

て
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
ご
み
の
出
し
方
を

守
り
、
気
持
ち

の
良

い
、
住
み
や
す

い
街
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
し

ょ

つゝ
。

ュ則
３４
号
は
錦
号
の
誤
り
で
し
た
。

し
た
が

っ
て
本
号
が
３４
号

と
な
り
ま

ま
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

邑
み
雑
感

人
は
、
か
」
み
を
出
さ
ず

に
生
活
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
？

毎
日
排
出
さ
れ
る
大
量
の
が
」み

を
見
て
い
る
と
、
そ
ん
な
質
問
を

何
者
か
に
ぶ
つ
け
て
み
た
く
な
り

ま
す
。

そ
の
何
者
と
は
「文
明
」
？

便
利
に
、
速
く
、
華
美
に
―
・

そ
ん
な
私
達
の
生
活
の
方
向
の
行

き
先
は
で
」み
問
題
」
だ
っ
た
の
で

す
。
「が
」
み
問
題
」
は
単
に
ご
み
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
私
達
の
生

き
方
を
変
え
な
さ
い
と
い
つ
警

鐘
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

-4-



ミ ー‐

「

ミ 誌 の ご み の 言己事 ― の 苦 言

阿品台地区コミュニティーをすすめる会が発行する『ふれあい』に、「ご

みの出し方大丈夫 ?Jと 題した記事があります。個人的な見解を

響避装Ytt 
Бぷ…夢理

会の回覧に載せるべきではないと思いますが、記事はごみの分別を
:滅.ム 蓼るものであり、先に『資源ごみについて』『間違いやすいごみとごみの出しiPか

轟`Ft∫

方』のチラシを作成した者としては看過できないので、言己事の誤りを指摘じ
む “主I鬱

嗜0`

併せてごみの分別の指導の在り方に苦言を呈することにいたします。

●記事は、「いちごのパックなど透明トレーはどんなものが、資源ごみと

して出せますか」と設問し、「果物などが入つているもの、お弁当の蓋など

もそう、日印は “プラ"のマークです」と答えています。

先ず言えることは、市が配布した『正しい分け方』のポスターでは “いち

ご (透明)な どの容器"と していますが、記事はこれを “いちごのパックな

ど (の )透明トレー"と 言い換えています (ト レーとは形状が浅い皿状の容

器を言いますので、ここでの “トレー"は “プラスチック容器"と する方が

妥当でしょう)。 このように書きますと、これを読んだ人は、 “いちごのパ

ックなどの"と いう前置きを忘れて、「透明トレー (透明プラスチック容器 )

は資源ごみなんだJと 真っ先に頭に入れてしまいます。このように先入観を

与えてしまうことはこごみの分別にとつて非常に有害です。

実はごみのトラブルの大半は、プラスチックごみの混乱にあります。プラ

ではないのに、「プラスチック容器は

“資源ごみh」 と思い込んでいることが、その主要な原因だと思われます。

この思い込みは、誰もが持つ自然な先入観だと言えます。この記事を書いた

人も気付かずに同じ発想に陥つているのです。如何に先入観から離れたとこ

ろで正しい知識を身に付けるかが、ごみ分別のポイントだと言えます。

記事は「果物などが入つているもの1と 答えていますが、これは「いちご

などの果物が入つているもの」と言い換えてもよいでしょう。つまり、いち

ごなどの果物パックが “資源ごみ"になるというわけです。このように、透

明プラスチック容器で “資源ごみ"になるのは、僅かな種類に限られている

ことが分かりますが、それでも先の先入観によつて、「透明プラスチック容

器は “資源ごみ"」 と誤つて拡大解釈する人が多いのです。

そこで更に、「プラスチック容器 (プラスチックごみ )で “資源ごみ"に

なるのは、 5 0 0ml以下のペットボトル、裏表ともに自色の発泡トレー、豆

―∫一



腐パ ック、いちご (な どの果物 )パ ック、卵パック、プリン `ヨ ーグル トの

カップ、平L酸菌飲料の容器だけに限られる (そ う言い切つても大きな間違い

はありません )Jと 説明しておけば、先の拡大解釈を少なからず防ぐことが

できるのです。このように全体の背景まで説明をして二初めて正しいごみの

分別の知識が理解されるのです。

また記事は、「お弁当の蓋などもそう」としていますが、これも誤つたご

みの分別を招きます。これを読んだ人は、 “蓋"と いうことを忘れて、「弁

当の容器は資源ごみなんだ」と頭に入れてしまうからです。弁当の容器本体

は “燃やせるごみ"ですから、 “資源ごみ"の日に出しては誤 りです。弁当

の蓋は、弁当の容器本体と同様に “燃やせるごみ"と しておけば、混乱を招

くこともないのです。 “燃やせるごみ"と することは再生資源の拡大に逆行

するとの非難は当たりません。再生資源を拡大する方策は他にもた <さ んあ

るからです。また記事が後で、「油で汚れたものは資源ごみにならない」と

していながら、油で汚れているのが普通の弁当の蓋を “資源ごみ"にするの

は、矛盾と言うものです。このような無意味で無益な例外の事例を出来るだ

け少なくすることが、ごみ分別の混乱を少なくするポイントだと言えます。

尚、記事が、「 (資源ごみの )日 印は “プラ"のマークです」としている

のは、大間違いです。このように書くと、「 “プラ"のマークがあるものは、

すべて “資源ごみ"Jと する誤つた先入観を与えます。「プラ」のマークが

表示されていてもれ二資源ごみたになゑ とは限らないのです。正確に言えば、

容器包装リサイクル法に言う資源ごみに違いありませんが、 “資源ごみ"と

して市が収集するとは限らない、ということです。

●記事は、「厚揚げの入つた豆腐のトレーもいいの ?」 と設問し、「油で

汚れたものは資源ごみでは集めないJと 答えています。油で汚れたものは、

“燃やせるごみ"になることは確かです。たとえば食用油のペットボトルも、

“資源ごみ"ではなくて “燃やせるごみ"です。但し、いずれも洗浄して油

をされいに除去すれば “資源ごみ"になります。しかし、完全に除去されな

いことを想定して、或いは家庭での洗浄の手間を配慮して、 “燃やせるごみ"

としているのです。これが正しい答え方です。さることながら、「厚揚げの

入つた容器は、 “豆腐パック"に該当しないので、 “資源ごみ"ではない」

と答えてもそれで十分だと私は思います。問い掛けに応じていたずらに間口

と思うからです。

●記事は、「下着・ネクタイ・靴下などは、燃えるごみの日に出す」とし
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ていますが、下着、ネクタイ、靴下を “燃やせるごみ"と するのは、正しく

ありません。下着、ネクタイ、靴下は、当然布類に該当し、いずれも “資源

ごみ"です。小物だから “燃やせるごみ"になるということではありません。

もしも「下着などは恥ずかしいので、 “燃やせるごみ"と して出したいJと

いう要望に応えたいのであれば、 “資源ごみ"のままにしておいて、「下着、

ネクタイ、靴下は、 “燃やせるごみ"と して出してもかまわないJと すれば

よいのです (しかし皆さんは、不都合なものは “燃やせるごみ"と して出し

ているでしょうから、わざわざこのように断ることもないでしょう)。

現実に清掃センターが “資源ごみ"と して受け入れているのに、 “資源ご

み"ではないとする合理的な理由があるのでしょうか。その根拠が希薄なま

まに暖味な妥協の結果として、例外をつくるのは良<あ りません。例外の事

例が多<なればなるほどれごみの分別に混乱を招きます。合理的な理由がな

い限り、下着、ネクタイ、靴下は、例外的な扱いにしてはいけないのです。

もし合理的な理由があるのであれば、その理由を述べた上で、そのように

断るべきでしょう。私たちは、理由を理解して初めて納得が生まれ、そうす

ることによって、正しいごみの分別の知識が、確かなものとして記憶される

のではないでしょうか。記憶力が優れた人ばかりではないのです。お年寄 り

も多いのです。何かを拠 り所にしないと記憶できないのが普通の人です。
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●記事には関係しませんが、緑色の指定袋に「袋に入らないものは、大型

ごみ (有料 )ですJと 印刷されています。しかしこれは正しくありません。

正しくは、「緑色の指定袋に入つても、最大長さが30m以上であれば、 “小

型および複雑ごみ瓶ではな<馬大型ごみ (有料 )になります」ということで

す。大型ごみの有料を嫌つて、 “小型および複雑ごみ"で出すごみのトラブ

ルが今後増えると思われますので、早急に是正していただきたいと思います。

以上苦言を呈してきましたが、私には市の行政やコミュニティーをすすめ

る会などを誹謗する意図はな<、 私の願いは、ごみのトラブルが解消される

ことであり、そのために適切な指導をしていただきたい、ということです。

間違った情報や指導で混乱して迷惑するのは、私たちだからです。

尚、以上に述べた見解は私個人のものであって、町内会とは関係ないこと

を改めてお断りしておきます。
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